
































（その三） 

工場又は事 

業場の名称 
エイブリック株式会社 
 高塚事業所 

 
 
（２）揮発性有機化合物の排出等の抑制のための対策 
   （１）の計画年度の削減率を達成するために実施した対策について、自主的取組計画書の別表

から該当する記号を選んで記載すること。複数の対策を組み合わせて実施した場合は、全ての対
策について記載すること。 

対策 1 対策 2 対策 3 対策 4 対策 5 対策 6 対策 7 対策 8 対策 9 対策10 
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その他（１９，２９，３９，４９，５９，９９）を選んで記載した場合は、対策の内容を次

の欄に具体的に記入すること。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（その四） 

工場又は事 

業場の名称 
エイブリック株式会社 
 高塚事業所 

                          
（３）自主的取組実績の評価 
 ア (1)の計画年度における削減率についての進捗状況及び達成状況の評価 
 

 
評価 

計画年度の属する年度 

平成２１年度以前 平成２２年度 平成２３年度以降 

 
Ａ 目標年度の目標達成に向

けて順調に進んでいる。 削減目標を達成できた。 計画年度の目標を達成でき
た。 

 
 

Ｂ 

目標年度の目標達成に向
けて概ね順調に進んでい
る（一部に課題がある。）。 

削減目標を概ね達成できた
（一部に課題がある。）。 

計画年度の目標を概ね達成
できた（一部に課題がある
。）。 

 
Ｃ 目標年度の目標の達成に

困難な課題がある。 
削減目標の達成に困難な課
題がある。 

計画年度の目標の達成に困
難な課題がある。 

備考 評価の欄は、該当するものを○で囲むこと。 
 

 イ 課題と対策 

 

１）手直し等に要する薬品使用量の削減のための継続的な削減活動に取り組む。 

 
２）老朽設備を計画的に更新する。 
 

 
３）揮発性有機化合物等の化学物質使用状況の適切な把握と管理を実施する。 
 
 
４）繰り返し測定による排気中の揮発性有機化合物濃度の適切な把握を行う。 
 
 
５）廃棄物に含まれる揮発性有機化合物の適切な把握と管理を実施する。 
 
 
６）回収廃液に含まれる揮発性有機化合物の適切な把握を行う。 
 
 

※本年度実績値の削減率が大幅に減少したのは、実際のVOC排出量をより正確に把握 

 できるように、見積方法を変更したためである。 

 

 

 備考 この項の記載は任意であること。ただし、アの評価の欄がＣの場合は、必ず記載すること。 

 














































